
「棚のレイアウト変更は大変だったので
は？」と実習担当の山口さんに聞いてみた。
表示の入れ替えだけでも10,000か所以上にのぼ
るからだ。「自分たちの作業効率も上がり、1
時間あたりの出荷数も増えたんですよ。」と
のこと。「生徒さんに分かりやすくすると、
倉庫で働く自分たちも作業がしやすくなっ
た」と。パートナーシップ実習、そして港特
別支援学校の生徒の存在が、会社の働きやす
い環境づくりや生産性の向上に役立っている。
「アルファベットが入ると難しい・・。」そ
んな生徒との何気ない会話からヒントを得て、
業務改善に取り組んで
くださった優しさに胸
が熱くなった。
「パートナーシップ」
という言葉の深さを生
徒たちから教わる。

物流パートナーシップ実習の歩み
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富士物流サポート株式会社（安全と働きやすい環境づくり）④


